
基本情報

実績情報

平成25年度事務事業評価表（基本）

事務事業名 飾学習チャレンジ教室
重点評価
区分

重点
担当部 教育委員会事務局

担当課 指導室

１　事務事業の概要

開始年度 平成18年度 根拠法令 ―

性質区分 教育 実施形態 区単独（直営）

対象者 区立小中学校の児童･生徒

裁量区分 あり

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

　学校ごとに、各検定などに応じた学習の場として、放課後や土曜日、日曜日を活用して実
施。１回２時間程度で検定受験や検定のための事前学習を、教員免許取得者や検定について
知識がある者が指導を行い、その指導に対し謝礼を支払い対応している。なお、各種検定受
験に向けた学習の他に、教科の補充的内容の学習も行っている。

２　施策及び事務事業目的

施策
番号

施策 1901
基礎的な学力の向上を図り、生きる力を身につけながら、社会に対応できる能力を育
みます

事務事業目的
児童・生徒が目標に掲げた検定の級を取得することにより、学習意欲を向上し、基礎的な学
習内容の定着や発展的な学習内容へ取組むことを目指す。

１　成果指標の達成状況

成果指標 指標の根拠 単位 区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

小学校：数学検定６級、漢字検
定５級いずれかを合格した割合

― ％
目標 50 50 50

実績 26 28 27

中学校：英語検定３級、数学検
定３級、漢字検定３級いずれか
を合格した割合

― ％
目標 50 50 50

実績 35 34 35

２　活動指標の達成状況

活動指標 指標の根拠 単位 区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

実施校数 ― 校
目標 73 73 73

実績 73 73 73

― ― ―
目標 ― ― ―

実績 ― ―

― ― ―
目標 ― ― ―

実績 ― ―

― ― ―
目標 ― ― ―

実績 ― ―
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円 426

単位の定義

実績数値（g） 人 29,336

単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 422

単位あたりコスト（ｆ/ｇ）

千円

退職給与引当

減価償却費

0

消耗品費

12,382

千円

千円

間接費（ｄ） 千円 0

千円

0

支
出

（控）コスト対象外

千円

11,197

0収
入

一般財源（a）

千円

国庫支出金

項目 単位

調整額（ｅ）

再雇用職員
人

千円

人件費

千円

千円職員人件費（ｃ）

直接事業費（ｂ） 千円

千円

11,088

千円

千円

千円

報償費

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

３　コスト内訳（決算）

109

千円

特
定
財
源

都道府県支出金

その他

千円

金利 千円

千円

12,502

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２４年度

人 0.15

120

0

0.00

0

千円

0

千円

千円

1,185

千円

千円

120

千円 0

在校生徒数

1,185

２４年度
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過年度の実績状況の評価と今後の方向性

平成25年度事務事業評価表（重点評価）

事務事業名 飾学習チャレンジ教室
担当部 教育委員会事務局

担当課 指導室

２５年度 ２６年度 ２７年度

実績状況の評価
学校ごとに、各種検定などに向けた学習の場として、放課後などをを活用して実施してい
る。児童・生徒が目標に掲げた検定の級を取得することにより、学習への意欲付けとなって
いる。

今後の方向性

改善
各種検定に向けた学習にとどまらず、授業での振り返り学習や補習など、学校の
実態に応じた学力向上に向けた学習の場を設定できるよう、平成２５年度から実
施している「 飾学力伸び伸びプラン」事業との整合を図る必要がある。

継続

目標

「今後の方向性」に基づく取組内容

１　今後の成果指標の目標値

成果指標 指標の根拠・計算式など 単位 区分

目標

２　今後の活動目標及び活動指標の目標値

活動目標 視点 活動指標 単位 区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度

目標

目標

目標

目標
行政評価委員会の意見や予算編成等の結果を踏まえ、年度末
に記載し、区民に公表します。
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基本情報

実績情報

40.00

平成18年度 根拠法令

区単独（直営）

２１年度成果指標

区立小中学校の児童･生徒

あり裁量区分

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

事務事業意図
児童・生徒が目標に掲げた検定の級を取得することにより、学習意欲を向上し、基礎的な学
習内容の定着や発展的な学習内容へ取組むことを目指す。

２２年度 ２３年度指標の根拠 単位 区分

担当部
飾学習チャレンジ教室

　学校ごとに、各検定などに応じた学習の場として、放課後や土曜日、日曜日を活用して実
施。１回２時間程度で検定受験や検定のための事前学習を、教員免許取得者や検定について
知識がある者が指導を行い、その指導に対し謝礼を支払い対応している。なお、各種検定受
験に向けた学習の他に、教科の補充的内容の学習も行っている。

施策

名称

意図 生きる力や基礎的な学力を身に付けながら、社会に対応できる能力を育んでいる。

確かな学力の定着

開始年度

対象者

性質区分 教育 実施形態

教育委員会事務局

担当課 指導室

―

事務事業名
重点評価
区分

―

50.00 50.00

実績 28.10

小学校：数学検定６級、漢字検
定５級いずれかを合格した割合

― ％
目標

24.50 25.97

２２年度

33.80

中学校：英語検定３級、数学検
定３級、漢字検定３級いずれか
を合格した割合

― ％
目標

34.15 35.33

50.00

２１年度

実施校数 ― 校
目標 73 73

73 73

実績 ―

50.00 50.00

実績

２３年度

２　活動指標の達成状況

指標の根拠 単位 区分

―

活動指標

― ― ―
―

― ―

73

実績 73

目標 ―

― ― ―
目標

―

― ― ―
目標 ―

― ―

―

―

実績 ―

―

平成24年度事務事業評価表（基本）

１　成果指標の達成状況

１　事務事業の概要

２　施策及び事務事業意図

―

実績 ― ― ―

-5-

別紙１



0

135135

0

105

135

0

千円 0

0

0

118

12,410

123

0

00

1,215

千円

千円

1,215 1,215

人 0.15 0.15

0

105

0.00

0

0.00

0 0

千円

0

12,545千円

0.15

金利 千円

千円

12,742 13,297

0

報償費

委託料

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

３　コスト内訳（決算）

134

千円

特
定
財
源

都道府県支出金

その他

直接事業費（ｂ） 千円

千円

11,288

千円

千円

千円

調整額（ｅ）

再雇用職員
人

千円

人件費

千円

千円職員人件費（ｃ）

収
入

一般財源（a）

千円

国庫支出金

0

1,215

間接費（ｄ） 千円 0

0.00

千円

0

支
出

（控）コスト対象外

千円

135

11,210

0

1,200

1,200

0

２２年度

0

11,092

項目 単位

11,422

0

２１年度

千円

退職給与引当

減価償却費

0 0

消耗品費

12,637 13,162

11,824

11,947

千円

0 0

千円

0

２３年度

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２１年度 ２２年度 ２３年度

448 423

単位の定義 在校生徒数

実績数値（g） 人 29,715 29,652 29,684

単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 425 444 418

単位あたりコスト（ｆ/ｇ） 円 429
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